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鷹栖町の概要

人口 6,724人

世帯数 3,107世帯

高齢化率 34.9％

（令和3年8月末現在）

面積 139.42㎢

北海道の中央、上川支庁管内の中央部に位置し、

和寒町と旭川市に隣接。周りを小高い山に囲ま

れ中心部を、石狩川に注ぐオサラッペ川が北か

ら南へ貫流しています。

トマトジュース「オオカミの桃」で知られる鷹

栖町は、中心部から旭川駅まで車で２５分とい

う利便性の高さと、豊かな自然に囲まれた住み

よい環境にあります。



住民主体の活動

働くきっかけ
応援事業

買い物支援
サポーター

サロン活動・
見守り活動

フィットネス
サポーター

学習支援
サポーター

地域居酒屋・
ごちゃまぜ食堂

人と人との

つながりを大切に
いきいき
ワーク事業



参加支援

◎働くきっかけ応援事業

◎はぴねすいきいきワーク応援事業

地域づくり

◎地域食堂

◎ちょっとだいじょうぶかな？！食堂



参加支援 働くきっかけ応援事業

◆平成27年、鷹栖町自立支援協議会子ども相談就労部会内で、鷹栖町版

ジョブコーチへの取り組みについて協議。

働く人と支える人、雇う人をコーディネートする職員の必要性、障

がい

のみならず、生活保護受給者や生活困窮者等への介入も想定し、

「働くきかっけ応援プロジェクト」として部会内で立案。モデル的

に事業

を展開、ニーズ調査から検証までの行程を実施。

◆生活困窮者就労準備支援事業のモデル事業（Ｈ30～）として、社会参

加

の仕組みとして位置づけ、「働くきっかけ」応援事業」として町よ

り受託。

☆経 緯



◆長期的にひきこもり状態が続いていたり、就労をしても続かな

い

など、継続した支援が必要な方に対して、働く場の提供(中間的

就

労)を通して就職するための不安解消や意欲向上に向けた就労支

援を図る。

☆事業の目的

参加支援 働くきっかけ応援事業



■毎週水曜日 13時～15時
■場所：地域交流スペース あえーる
■スタッフは12時～16時の作業
■内容：調理、配膳、接客、レジ、清掃等
※Ｒ2以降新型コロナウイルス感染症
の影響で休止中

参加支援 働くきっかけ応援事業

ほっとカフェ（H30-）



■夏季（毎年5～11月の期間）
■利用者⇒4名
（50～60代男性、10代女性）
■場所：ふれあいセンター
■内容：水やり、草刈り、苗植え、

畑起こし、収穫、袋詰め等

参加支援 働くきっかけ応援事業

ほっとファーム（R1-）



■利用者：10名（10～70代男女）
■場所：サンホールはぴねす
■時間：午前中（約3時間）
■内容：製作準備等
（ラベル貼り、印刷、製本、袋詰め等）

参加支援 働くきっかけ応援事業

はぴねすⅾeほっとワーク（R2-）



◆今後、ますます高年齢者（５５歳以上）の人口比率（現在４７．

２％)

が上昇する中で、今まで以上に高年齢者向けの取り組みが大切

になってきた。

◆生涯活躍のまち、いくつになっても輝けるまちを掲げる中、高

年齢者が活躍できる場が町内会活動やボランティアだけでなく

幅広く求められている。

◆鷹栖町の主要産業である福祉と農業分野の人手不足が、今ま

での仕組みではなかなか解消されないため、新たな仕組みづく

りが求められている。

☆経 緯

参加支援 はぴねすいきいきワーク応援事業



◆高年齢者が働きやすい環境をつくることで、町内企

業

の人材不足を解消につなげていく。

◆誰もが自分らしく、いつまでもワクワクしながら活

躍

できる生涯現役社会の実現を目指す。

☆事業の目的

参加支援 はぴねすいきいきワーク応援事業



参加支援 はぴねすいきいきワーク応援事業

☆幼稚園の消毒清掃作業

☆ワイン用ブドウ畑の鍬入れ作

業



地域づくり 地域居酒屋

わいわい がやがや

楽しく飲みゅにケーション！！

町民有志による

地域居酒屋



注文をまちがったとしても

「だいじょうぶ！」の言葉で

お客様とスタッフが

気持ちでつながる食堂

地域づくり ちょっとだいじょうぶかな？！食堂



障がいがあっても、なくても

歳を重ねて高齢になっても

個々のできることで

その人らしく生きていける環境づく

り



地域の方々のチカラを

借りながら…


